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　人のアイデアや創作活動によって生まれ
たものには「知的財産」としての価値があり、
創った人の権利を保護し、新しい文化がさ
らに発展するように支えるのが「知的財産
権」です。本セミナーでは、前回に引き続
いて、竹永光太郎弁護士にご登壇いただき
美術展における知的財産権について、私た
ちに関連深い事柄を皆様と一緒に学んでゆ
きたいと思います。特に今回は、前回の講
演会で学び得た「知的財産権」の内容から、
創作時に気になる「素朴な疑問」を竹永先
生へご質問させていただき、その見解を伺
いながら進めて参ります。前半は、基礎的
な知的財産の権利などについて、後半では、
創作時に認識しておくと良いことなどにつ
いてなど、参加者の皆様と一緒に楽しめる

クイズ形式も取り入れながら、知的財産権に
ついての知識を深められる企画を考えてお
ります。表現や創造は、何に価値があり、
どうして尊重すべきなのか？またどのよう
に権利を守れば良いのか？その価値と尊重
の意識をこのセミナーを通じ醸成していた
だければと思います。
　当日は、限られたわずかな時間となりま
すが、前回ご来場いただいた方も、初めて
ご参加いただく方も。学び多き内容となる
よう務めさせていただきますので、お気軽
にお申し込みいただき、ご参加いただけま
すと幸いです。スタッフ一同皆様のご来場
を心よりお待ち申し上げます。宜しくお願
い致します。

□著作物・著作物の権利・権利制限規定について
□著作権侵害と判断される要件について
□パロディ・二次創作について
□肖像権が絡む作品について
□作品売買における契約書についてなど

日時／令和8年9月13日（日）
　　　14:30～16:30（県展第2期最終日）
講師／弁護士・弁理士　竹永 光太郎

県展サロンセミナー
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●福岡県立美術館4階視聴覚室

美術展と知的財産権

公益社団法人福岡県美術協会
　　　　　　　　 理事・デザイン部会委員  阿比留 潔

「チャレンジケンテン」
■デザイン部

「WEB出品」■写真部
部会だより

　写真部のWEB応募は今年で4回目を迎え、手軽
に挑戦できる環境として少しづつ定着してきました。本
年度はさらなる応募者数増加を目指し、県内の高校写
真部へもインパクトのあるチラシを配布して積極的な参
加を呼びかけています。WEB出品（単写真のみ）の
輪が広く浸透し、高校生をはじめ多くの方々が「自分
もチャレンジしてみよう」と思って頂き、県展応募の裾
野が広がる事を期待しております。

　　　　　　   （理事・写真部会委員　西村 美代子）

○日時 /令和８年９月27日 (日 )16:00 ～　※県展表彰式終了後
○会場 /福岡リーセントホテル
○会費 /7,000円　　　　　　　　　　　　

（理事・書部会委員長　矢野 萊山）

　　　　　　　　　　　　　　　　デザイン部では、県
　　　　　　　　　　　　　　　展の促進活動としてオ
　　　　　　　　　　　　　　　リジナルのチラシを作
　　　　　　　　　　　　　　　成しています。応募に
　　　　　　　　　　　　　　　あたっての情報の他に、
　　　　　　　　　　　　　　　出品についてのQ&A、
　　　　　　　　　　　　　　　会員外審査員のプロフ
　　　　　　　　　　　　　　　ィールなどを掲載し、
　　　　　　　　　　　　　　　県展の応募要項と一緒
　　　　　　　　　　　　　　　に発送したり、デザイ
　　　　　　　　　　　　　　　ン系の教育機関（大学、
　　　　　　　　　　　　　　　短大、専門学校、高校）
　　　　　　　　　　　　　　　などへ会員を通して配
　　　　　　　　　　　　　　　布しています。
作品規定の資料としても活用し、より一層の出品拡大を
目指しています。
　　　　　　　  （デザイン部会副委員長　磯脇 みつこ）

■書 部
第81回県展 入賞・入選者、書部会正会員合同祝賀会
物故者小品展

県展を支えた岩田屋の９０周年に際して
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が
れ
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結
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が
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岡
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縁
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携
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縁
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す
。
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前列左から：西日本新聞社  安武弘子取締役
　　   　　  （株）岩田屋三越  左中樹太郎代表取締役社長
　　   　　  （公社）福岡県美術協会理事長  宇田川宣人
後列左から：（株）岩田屋三越  石松瑞樹マネージャー
　　　　　  （株）岩田屋三越  和田金也取締役常務
　　   　　  （公社）福岡県美術協会事務局参与  嘉村知久


